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北海道のデータ利活用を進めるためには？
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官民で機械判読可能なデータの公開を
増やしていかなければならない
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官民で機械判読可能なデータの公開を
増やしていかなければならない

北海道のデータ利活用を進めるためには？

特に行政の持つデータは膨大であり、
これを使いやすくすることで、

地域課題解決、経済活性化に繋がる
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官民で機械判読可能なデータの公開を
増やしていかなければならない

北海道のデータ利活用を進めるためには？

しかも今すぐできる
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官民で機械判読可能なデータの公開を
増やしていかなければならない

北海道のデータ利活用を進めるためには？

しかも今すぐできる
現実には

なかなか進まない
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

変換に手間が
かかるよ・・・

PDFは
印刷するだけ！
こっちがいいよ

CSV

多くの場合、紙やPDF等で提出された書類をExcelで管理

現
状

作成するのが楽なPDFで公開されるのは必然

現状の仕組みでは、機械判読可能なデータを
前提にしていないため、作成・公開に手間がかかる

第1回WG会議の資料から
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疑問

北海道のデータ利活用を進めるためには？

機械判読可能なデータを公開したら
民間は活用するのか？
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

全国の新型コロナウイルス対策サイトで
確認してみる

※東京都が作成した「新型コロナウイルス感染症対策サイト」を
フォークし全都道府県で公式や民間有志で作成された
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

全都道府県で感染者が
拡大している中

各県の
新型コロナウイルス対策サイト

はどうなっているか？

出典：NHK 特設サイト 新型コロナウイルス
（2021年8月30日の状況）
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

都道府県が公開している
データフォーマットによって
対策サイトが継続しているか？

出典：NHK 特設サイト 新型コロナウイルス
（2021年8月30日の状況）
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

データフォーマット別のサイト継続数

新型コロナデータのフォーマット別
都道府県数

CSV Excel

HTML PDF

機
械
判
読
容
易

機
械
判
読
困
難
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

機械判読可能なデータを公開することで
継続的に利用されることが多そう
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

そのほかのオープンデータ活用事例

給付金情報の活用（Zaim）
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

そのほかのオープンデータ活用事例

台湾におけるマスクマップ
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

そのほかのオープンデータ活用事例

バスデータ（GTFS）の利用
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

まずは行政が機械判読可能なデータを
増やすことで

データ利活用が活性化されるのでは無いか
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

機械判読可能な行政データを増やす

民間のニーズを踏まえたデータ整備

官民データ利活用の促進

北海道を日本の
データ利活用先進地にする！！
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北海道のデータ利活用を進めるためには？

第1回ワーキングでの議論
国や自治体のオープンデータが探しづらい

APIがベストだがハードルが高い

行政のデータの一番のユーザーが行政の方々となり、一番メリットを得るようになるべき

使われることへの拒否感がオープンデータが進まない理由の一つ

コミュニケーション不足。行政は親切でPDFで公開しているのかもしれない

道庁のデータをきちんと整理し、棚卸し、リスト化することが大事

民間もオープンデータの仕組みに乗って、データを公開することで、新しいサービスが生まれる場を作る
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民間もオープンデータの仕組みに乗って、データを公開することで、新しいサービスが生まれる場を作る

R4事業計画へ反映
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